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人間がその抽象化能力を通じて創造した通貨は、交換に伴う情報処理を飛躍

的に効率化し、不特定多数との取引や投資を可能とすることで経済社会の構築

に貢献してきた。その後も通貨システムは、鋳造技術や紙技術、通信技術など

その時々の技術革新を取り込みながら発展し、経済を支える基盤インフラであ

り続けてきた。並行して、商業銀行制度やこれを通じた信用創造、銀行間決済

の仕組み、中央銀行と「最後の貸し手」機能、預金保険など、通貨システムを

強化し、経済に安定的に提供するためのインフラも整備が進められた。この

間、法制や法理論も通貨の高度な流通性を裏付ける方向で発展を遂げてきた。 

近年登場した分散型デジタル技術が、通貨・金融システムに新たな進化の可

能性をもたらしている中、現在の通貨システムが持つ優れた特性を維持しつ

つ、新技術を取り込んでさらに発展させていくにはどうすべきかが大きなテー

マとなっている。この中で、例えば国際決済銀行［2025］は、通貨システムに

求められる要件を「単一性」（singleness）、「弾力性」（elasticity）、「健全

性」（integrity）、という３つの概念で纏めている。さらに「単一性」や「弾

力性」の構成要素として、法定通貨との等価・即時での交換可能性や、同一通

貨建の支払決済手段が互いに代替可能（fungible）であり個別性を持たないこ

と、経済社会の支払決済ニーズを柔軟に満たせることなどを挙げている。 

本報告では、報告者が座長を務める「デジタル通貨フォーラム」の検討も含

めた最近の知見や「ナローバンク」等に関する研究の蓄積などを踏まえ、分散

型デジタル技術を組み込んだ支払決済手段として近年注目を集めてきたリテー

ル CBDC、ステーブルコインおよびトークン化預金について評価する。そのうえ

で、これからの望ましい通貨・金融システムのあり方や、その実現のために求

められるインフラ面・法制度面の取り組みについて提言を行う。 


